
 

 

 

 

  

  

 

6月１７日、ＪＲ貨物労組は夏季手当について「１．７７カ月」で妥

結しました。 

 ＪＲ貨物労組は、「昨冬の水準をどこまで上回れるか検討していきた

い」との会社の姿勢に対して、全国の職場からの取り組みと、中央本部

交渉団の一体となった交渉により、昨年の夏季手当を上回る回答を引き

出し、妥結に至りました。 

 

 

 

 

 

 

 ＪＲ北海道労組と聚楽労組は、

職場で奮闘する組合員の負託に

応えるため、粘り強く夏季手当

交渉を重ねています！ 

ＪＲ総連通信 
２０２１年６月1７日 №１４７０ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 
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